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一一 戦 後 日本の国語教科書 との比較 を通 して
八 田 幸 恵
1.は じめに
現在、「PISA調 査」は注 目を集 めている。その中で
も、一般的に 「読解力」と訳 されるReadingLitera(y
の調査は、もっとも関心が寄せ られている。 とい うの
も、「読解力」の調査にお ける 日本の生徒の成績が、






2003年 度 のPISA調 査 「読解力」および総合で1位 に
なったフィンラン ドの教育が紹介 されてきた。ただし、
少人数指導や グループ学習、ティーム ・ティーチング
といった学習形態や、読書指導の豊か さな どは指摘 さ
れるものの1、国語科の教科内容と指導方法の具体的な
あ り方についての論究はない。
しか し、フィンラン ドで使用されてい る国語科の教
科書(メ ルヴィル ・バ レ他著、北川達夫&フ ィンラン
ド・メソッ ド普及会訳 ・編 『フィンラン ドの国語教科











に 「主張一根拠」 とい う型を指導 している点が主張さ
れている。そ して、そのよ うな型 を使いこなす ことが、
「PISA調 査」の 「読解力」における好成績につながっ
ていると述べ られている2。





「系統学習」の両要素 を取 り込み、それ らを止揚す る
可能性を示唆 している。
そこで本稿では、「教科書」の特徴を、戦後 日本の国
語教科書との比較において浮き彫 りにする。そ うす る
ことが、日本の国語教育の文脈に照らしてフィンラン











下、「要領」と略記す る)の 基本的主張に従 って戦後を
3期 に分け、各時期での教科書の構成方法を見ていく。
(1)1947・1951年 版学習指導要領一 子 どもの言
語生活の重視




あ らゆる環境 におけることばのつかいかたに熟達 させ
るような経験 を与えることである」 と明確に述べ られ
ている。 ここにおいて、子 どもの言語生活全体を国語
科の対象 とする国語教育の方針が示された。 この 「要
領」では、 「読む」「書 く」 「聞 く」 「話す」 とい う言語
活動に基づ く領域が設定 された。 このような国語科
の主張は、1951年 版の 「要領」にも受 け継 がれ る。
これ らの場面ほとん ど、い さむさんとその場にいる
人物 との会話で表現され る。そして、質問一応答 とい
うや りとりや、話 し合いが繰 り返 し描かれてい る。
ここからわかるように、戦後新教育期の検定教科書
は、一冊 ごとに一貫 した人物の設定をとり主人公が活
資料2「 がっこ うごっこ」 と 「かい もの」の場面
ではこの時期の教科書はどのよ うなもの










な どが、検定教科書 として発行 された3。
では、「いさむさんの うち」の構成 をみ
てみよ う。資料1は 「いさむさんの うち」
の 目次である。「一 いさむ さんの うち」は、
い さむ さんの誕生 日を家族が祝っている場
面が描かれ、いさむさんがプ レゼン トの中
身 を当てようとす る様子が描かれている。
次に 「二 なかよし」では、いさむ さんの
家にあきこさん、まことさん、はなこさん
が遊びにきて、「がっこうごっこ」をする様
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(海後宗臣編纂 『日本教科書体系 近代編 第九巻 国語
(六)』 講談社、1964年 、485頁 より筆者抜粋)
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動する様子を描 くことで・当時の 日本の子 どもたちに
求める言語活動を描いている・そ うすることで・家・
学校、社会 と同心円的に経験を拡大 しなが ら・生活の
中で必要に応 じて言語 を学習 していく理念を具現化 し
たのである。ただ し、いさむ さんなど登場す る人物の
内面世界が描かれることはな く・ どの人物にも個性は
感 じられない。
このよ うな教科書 を材料 として、実践現場では、
「電話 のかけ方」 「会議の進 め方 」「新聞の編集の仕
方」 「ポスターなどの宣伝文の書 き方」「インタビュー
の仕方」な ど、日常の言語生活のあらゆる場面におけ









「言語教育 としての国語科」 とい う立場を明確に主張
した。新たにされた国語科の目標 に合わせて、前回ま
での 「要領」で採用 されていた 「聞く」「話す」「読む」
「書く」とい う領域に変わって、「表現」 「理解」とい














た とえば、『国語 四年生(上)』 『国語 四年生
(下)』(教 育出版 、1974年)に は、物語文 ・詩 として
「霧 の中のお じい さん」「ひ とび と」 「出港」 「天 じょ
う」「にぎ りこぶ し」 「雪の日のできごと」「っきのわ
ぐま」 「つ り」「谷間にかかったに じの橋」「はだかの
王様」「八郎」「黒たかをっ ぐ者」「古い しらかばの木」
が、そ して説明文として 「三島池のまがも」「みつばち
の生活」 「天気 とわた したちの生活」「もっとも速い も
のは」 とい う作品が掲載 され てい る。
(3)1989・1998年 版学習指導要領 「伝え合 う
力」の重視
1980年 代に入る と、子 どもたちがコミュニケーシ ョ




劇 などの指導が再び重視 され るようになった。
1989年 版の 「要領」では、従来の 「聞 く」 「読む」
重視の受信型か ら、「話す」「書 く」重視への発信型へ
と変わることが述べ られた。この 「要領」には、「伝え
合 う力を高める」 とい う文言が登場 し、コ ミュニケー
シ ョンの教育が重視 された。 これ を受 けて、「理解」
「表現」 「言語事項」の二領域一事項は改め られ、「伝
え合い」場面における言語活動 として 「話す ・聞 く」
「書く」 「読む」の三領域が採用されることになった。
この時期の教科書の構成 を見てみよう。た とえば、
『国語 四年(上)』 『国語 四年(下)』(光 村書店、
2003年)に は、次の ような作品が掲載されている。ま
ず、物語文 ・詩 として 「三つのお願い」「春の うた」「白
いぼ うし」「一つの花」 「アサガオ」 「ごんぎっね」が、
説明文 として 「ツバ メがすむ町」 「体 を守る仕組み」
「手 と心で読む」「手話 との出会い」「動く絵の不 思
議」が収めされている。そ して、作品 とは別に活動単
元 として 「新聞記者 になろ う」 「十才を祝お う」「生活
を見つめて 四年一組生活 白書Jと い う単元が掲載
されている。また、どの作品にもその作品をいかした









われた活動 と類似 した活動が、単元 として復活 してい















遷 を見て くると、PISA調 査 「読解」に注目が集まるの
は、成績の低下 とい うやや外的な理由ばか りではない
ことがわかる。1989年 度版 「要領」の主張に結実 した
ように、その内実は一義ではない ものの、 「伝 え合 う
力」の育成が近年の国語科における課題であると考え
られてきた。だからこそ、それを求めているとみなさ
れ る 「PISA型 読解力」に注 目が集 まったのであろ う。
そ して、「PISA型 読解 力」を育成することに成功 して
いる とされるフィンラン ドへの国語教育に、「伝え合
う力」育成の鍵 を求めることになったのであろ う。
3.フ ィンラ ン ドの国語教科書の特徴
それでは、フィンラン ドの国語教育の具体的な姿はど





ンラン ドでは、1991年 に学校管理 を国から地方 自治体
に移管 し、それに合わせ て教科書検定制が1992年 に廃
止 されている。
教科書会社は現在5社 存在 し、これらは、行政官、
教員組合代表 とともに、1994・2004年 のナシ ョナル ・
カリキュラム策定過程に加わっている。そ して、ナシ
ョナル ・カ リキュラムの策定 と平行 して教科書作成を
行 う。教師お よび研究者 と協力 し、教科の教育目標 と
教科横断的な目標を考慮 し、カ リキュラム大綱を具体





















る。ラミや ミッコは 「教科書Jを 使用する子 どもたち
と小学校4年 生 とい う設定であり、カ ウノ先生という
先生のクラスにいる。物語には、ラ ミたちの学校生活
や家庭生活の様子が描かれている。
「教科書」は5つ の単元から成 っている。 一つひ と
つの単元は、一連の物語文が2～5編 と、投げ込み教材
である文章が2～6編 、そして 「作文特訓道場」とい う
活動で構成 されている。た とえば第3部 および第4部
は資料3の ような構成 になっている。
た とえば第3部 の内容 を見てみよ う。 「バスキマキ
新聞」編では、ユッシたちは 自分たちが成 し遂げた 「図
書館大作戦」が紹介 された 「バスキマキ新聞」の記事
を読み、それか らどんな新聞や雑誌が家に届 くかとい
うことっいて話 し合い、そ して 自分たちで新聞を作る
ことになる。 ここからわかるように、物語の登場人物
一28一












ず しも同 じよ うに 「単元学習」を行ってい るわけでは
ないとい う点である。物語文には必ず設問が設定され
てお り、読者であるフィンラン ドの子 どもたちは、そ





わからない言葉 を三つ以上ぬき出しな さい。ぬき出 し
た言葉の意味を、辞書やインターネッ トを使 って調べ





ただ し、物語文の登場人物が単元学習 を行ってい る
ため、間接的に、新聞記事やメールなど様々なジャ ン
ルの文章に接することになり、様々な文体を読むこと
になる。 また、た とえば 「手紙を書こう」編で、最後
に 「⑦お父 さん、お母 さん、お じいさん、おばあさん
など、大人あての手紙を書いてみま しょう。」という設
問が設定され るな ど、 「単元学習」の要素が強い書 く活
動 も取 り入れ られ てい る。
注意 しなければならない第二点 目は、登場人物の活




先述 した 「手紙 を書こう」編では、家にパソコンや
携帯電話がないため、学校の課題ができなくて困って
いるミッコが登場 した。また第5部 の 「ひみつの特訓」
編は、 ラミの家庭生活を描いた次のような物語文であ




















ね合わせ ながら、 自分がその場 にいるとすれば どのよ
うに判断するかを問われ ることになる。つま り 「教科
一29一









が 「単元学習」を行 う物語文が大 きな要素だった。そ
して、物語文 とセッ トになってい る設問では、詳細な
読解 を求めた り語彙を求めた りす る設問、また実際に
活動 を行 うことを要求す る設問が含 まれ ていた。
このような 「教科書」で学習することによって、フィ
ンラン ドの子 どもたちは、間接的に 「単元学習」を経
験 しながら、 自分や友達の経験を重ね合わせて文章を
読み取 り、語彙を増や し、論理的に回答する活動も行









題名 と絵 をよ く見 よう。
・題名 と絵をよく見て、 どう思ったかな?
・物語 の内容を想像 してみよ う。
読んでいるあいだ
自分で自分に質問 しなが ら読 もう。
・何 が起 こってい るのかな?
・次に何が起 こるのかな?








(3)自 立 した読み を促す仕掛 け
これまでに述べてきたように、「教科書」では論理
的な読み書 きを求めてお り、その前提条件 として、フ
ィンラン ドの子 どもたちの日常生活で遭遇す る切実な
問題 を読み物 として用意 している。
しかしなが ら、この 「教科書」の特徴はそれだけで
はない。ここには、切実な問題 とい う状況に浸って言









な概念を教えな くても読みの技術 を身 にっけていくと
考え られ る。 ここでは物語文の読みに焦点を絞って論
じよ う。
(メルヴィル ・バ レ他著、北川達夫&フ ィンラン ド・
メソッ ド普及会訳 ・編『フィンラン ドの国語教科書3
年生』経済界、2005年 、88貰 より筆者抜粋)
これ らの項 目を見ていると、題名に出会った時点か
ら常に細か く立ち止ま り、 自問 自答を繰 り返 し、先を
予想 しなが ら読み進める姿が浮かび上がって くる。
そ して、このよ うな読みを達成するために、教科書
にはさらに仕掛けがある。たとえば、全ての文章にお
いて、文を途 中で区切 って 「ラミはどう思っているの
かな?」 「このこ とを、ラ ミはお父 さんに言えるか
な?」 な ど書かれた 「小見出 し」がついている。読者
である子 どもたちは、「小見出 し」において立ち止まり、










これは、ある文章 を細かく立ち止ま りなが ら読み進 め
る他者の読みの実例を見ることを意図 していると考 え
られる。
さらに 自立 した読みを促す仕掛 けと して指摘で き
る点は、子 どもたちに創作す ることを頻繁に求めてい
る点である。 「『リス ト・ラッパーヤ君』の新作をつ く







伝え合 うとい う活動 とは異な り、作家の立場になって
作品を創作することを求められている。つま り、書き
手の立場にな り、書き手 と同 じ位置に立つ ことが求め
られているのである。







活の実状 に沿 って登場人物が 「単元学習」を行 う物語




























2メ ル ヴィル・バ レ他著、北川達夫&フ ィンランド・




代編 第九巻 国語(六)』 講談社、1964年 、634-636
頁。
4フ ィンラン ドの教科書の位置づけについては、次を
参照。福 田誠治 『競争 しなくても世界一 フィンラン ド
の教育』ア ドバ ンテージサーバー、2005年 、35-38頁 。
(博士後期課程)
4.お わ りに
は じめにでも触れたよ うに、「教科書」を翻訳 した
北川達夫は、「教科書」から読み取ることができるフィ
ンラン ドの国語教育の特徴として、問題解決 とい う型
一31一
